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小規模短大における図書館事務管理ソフトについて(第一報)

On Computer Software for Managing Library Work 

in a Small-scale Junior College (The first Report)

山 岸

1.はじめに

高等教育機関のうち短大､高専には在学生

数が500人から1000人前後の小規模校が多い｡

このような教育機関では一年間に購入する図

書500冊から3000冊程度であり､図書館で働 く

職員は2人から5人程度である｡

平成 4年度の私立短大の図書館におけるO

A化のうち､目録の機械化はカー ド目録 とコ

ンピュータのファイルまたはデータベースと

を併用している図書館は約320/.で､カー ド目
1[

録だけを使用している図書館は65%である｡

この事実からカー ド作成のコンピュータ化が

まだ進展せず､従って蔵書図書のデータベー

ス化 も進んでいないことが推測される｡

-- ドのコンピュータ一式を購入しても､

図書館管理のソフ トは高額であり､入力項目

が多いため労力が大変である｡かつまた､入

力と出力の方法はわかるがその間は全 くブラ

ックボックスであるため職員のコンピュータ

能力は高まらず､疲労が気になるばかりであ

る｡

これはソフ トが小規模校に適 していないば

か りか職員の能力を高めるように配慮されて

いないものが多いためである (すべてがそう

でなく良いものもある)0

本論は一年に500-1000冊購入し､2-5人

l王I

の職員の小規模B3(]書館に適 した図書館事務管

理 コンピュータソフ トを作成 し､その実施状

況を報告するものである｡

2.使用するデータベースとコンピュ

ータ

ソフ トを作成し､カー ド､ラベル､図書台

帳を印刷するためのコピュ-タ一式はノー ト

パソコンNEC PC-9801NS/R (メモ り12

M 増設､120M HDD内臓)とプ リンターPC

-PR201GであるO装置としては誠に貧弱な

ものである｡

主に使用するアプ リケーション ･ソフ トは

dBASE Ⅳである｡dBASEにきめた主な理

由は dBASEの多くの利点のうち次の利点か

らであるO

① リレーショナル型データベースであり､

大規模柔軟なシステムが構築出来る｡ また

すでに評価に定評があり､開発業者の多く

が dBASEでアブ ))ケ- ヨンを作っている.

② 今後も改良され､ヴァジョン7､ソプして

いく可能性がある｡

③ dBASEⅣはシステムメモ リ-変数によ

りプ リンター制御ができ､きめ細かい印刷

ができる｡この条件は重視 している｡

④ コンパイラーを持っているので､定常な

仕事のプログラムはコンパイルLdBASE
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データベース7ァイルの作成はdBASEの

コン トロールセンター画面でファイル構造を

定義するo現在までに作成したデータベース

は下記の とおりである｡
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環境上でな く､単なるMS-DOS上で実行

できる｡

3.作業順序の概要
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作業川,gJ-声の略図をlxl示してお く｡

④

作業①②③または作業②③を繰 り返 して仕事

を進めてい く ｡特に作業③は仕事のメインに

なり､実行するにはいろいろなユーティリテ

ィーを前もって作成 しておかねばならない｡

ユー テ ィ リテ ィー を使 わ な い ときで も

dBASEのコマン ドだけで相当多くの貴重な

作業が出来る｡作業②③を実行する際に職員

のコンピュータ能力が高まる｡

このように作業途中にdBASEの知識を使

うように窓をあけ､ユーティリティーはその

メリットを助長するように､意識的に作って

ある｡そのため組織化された一つの大きいソ

フ トにはしなかった｡

職員はdBASEの簡単な基礎知識を事前に

勉強してお く必要がある｡

4.作業の具体例

作成したすべてのユーティリティーを示す

ことは出来ないので､ファイル図書台帳.DB

Fから図書台帳の印刷までの作業をリス トを

添えて説明する｡

この一連の作業のメインプログラムを示す｡

***********************************************

** **

** MN｣.PRG By WataruYamagishi **
** **

** 図書台帳関連 1のプログラム **

** **

** **

** H5/05/20 notens/R **

***********************************************

SETDEFAULTTOI
STORE.T.TOMN
DOWHILEMN

CLEAR
CLEAR

@ 1,12SAY"
@3,15SAY"
@ 5,12SAY"1
β6,12SAY"2
@7.12SAY"3
@ 8,12SAY"4
@ 9.12SAY"5

dBASEのファイルはDISKC:に転送しておく｡
図書台帳関連 1 ''

書名カード表示"
著者カード表示''
基本カード表示"
書名カード印刷"
著者カー ド印刷"



1()0

@10,12SAY"6
@ ll.,12SAYH7
@ 12,12SAY"8
@ 13,12SAY"0
@ 14,12SAY''9
STORE''TOKEY

清火 女′'f:院如期人一lfLL･J,什究紀宴 (第12LJI ･

基本カー ド印刷"
ラベル印刷"
図書台帳印刷"

制御を dBASEにもどす｡"
dBASEを終了し､MS-DOSにもどる｡

@ 16,12SAY"番号を入力して下さい ｡ " GETKEYPICTURE'9'
READ
IFKEY="0"

CLEARALL
CLEAR
??CHR(27)+"[〉11"
@10,15SAY"dbase に制御が戻ります."
RETURN

W坪
TF(VAL(KEY)く=0).OR.(VAL(KEY)〉9)

@18,0
WAIT"番号の選択が違いますO任意のキイーを押 して下さいO"
LOOP

ENDIF
ENDIF
ANS="N"
@17,12SAY"dBASEfileを C:に転送 しますか? (Y/N)"GETANS
READ

IF ANS="Y" .o R. ANS="y" .oR. ANS="ン"
!COPY B :* .* C:

ENDIF
DOCASE

CASEKEY="1"
DOC:CDB.PRG
RETURN

CASEKEY="2"
DOC:CDA.PEG
RETURN

CASEKEY=''3"
DOC:CDF.PRG
RETURN

CASEKEY="4"
DOC:CPBIO.PRG
RETURN

CASEKEY="5"
DOC:CPAIO.PRG
RETURN

CASEKEY="6"

DOC:CPFIO.PRG ENDDO

(右 上 へ 続 く)

RETURN
CASEKEY="7"

DOC:C_B_6.PEG
RETURN

CASEKEY=''8"
DOC:DAITYOU.PRG
RETURN

CASEKEY="9"
QUIT

ENDCASE
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7 ロクラムからわかるよJ)に､RAM disk

C二にすべてのデー タベースファイル､ユー

ティリティーを転送 しておき作業を始める､)

ここでの作業は 1.書名カー ド表示､

2.著者カー ド表示､3.基本カー ド表示､

4.書名カ- 卜印刷､5.著者カー ト印刷､

6.基本カ- ド印刷､7.ラベル印刷､

8.図書台帳印刷の8工程の仕事が実行できる｡

1.書名カー ド表示のプログラム リス トを

示す.J

1ヽ▼ttlIII+事*++t*1+暮★*+暮暮▼暮暮Tl*t事++事++t
** **
･* CDB.PRG By WataruYamgishi **
** **

･* ltXl.I.tfT帖 Lg姓 1のプ ログラム **
** **
*十 日50523notensR **
** **
****************************★*********
CLEAR
SETTALKOFF
SETDEVICETOSCREEN
SETDATEANSI
USEB.'図.t.!fl帖
LCNl=SPACE(5)
LCN2=SPACE(5)
@10,20SAY"哀′Jミす る以初の レコ ド番 u-? ''GETLCNI
READ
@ 13,20SAY"衣示す るii後の レコ ド番 ‡3-? "GETLCN2
READ

RECNl-VAL(LCNl)
RECN2=VAL(LCN2)
CORECNI
COUNTN=RECNI
DISPN=l
DOWHILE (.NOT.EOF(日.AND.(COUNTN<=RECN2)
CLEAR
@10,0SAYRIGHT(STR(DISPN),3)I"牧 口"
@ ll.3SAY"衣'Jミ"
@ 1,10TO1.70DOUBLE
@ 2,13SAY/Jl斬.J:ljJ号
@2,25SAY,1_吉名読み
@3,13SAYR=7-記Ii
@4.13SAY巻次
@4,25 VIAS
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@ 12,13SAYRIGHT(STR(領鎚前 号),5)
i12,25SAY シ リ 'ズ
@13.24SAY"ISBN : "1ISBN
@ 14,13SAY受 入日
@ 14,25SAY" 1:''.1吉名
@15.25SAYl'al:".平ポ

@ 16,25SAY"a2:"一名11-
@ 1,10TO18,10DOUBLE
@ 1,70TO18,70DOUBLE
@ 】8,10TO18.70DOUBLE

読
読

み
1

2

読
名
名

(左から続 く)
WAIT
DISPN-DISPN･1
COUNTN-COUNTN
SKIP
ENDDO
CLEAR
RETURN
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次に4.書名か- ド印刷のプログラム リス

トを示す｡

B5の縦の単葉紙に3枚のカー ドが印刷す
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:.I
..1.‥..巾84g.1SAYRIGHT(STR(

e49.11SAY シ リ ズ
e50.11SAY…ISBN : ◆'一ISBN
e5l.1SAY受入 日
e5l.llSAY
e52,llSAY
e53.llSAY

1
2

a
a

読

読

み

1
2

読
名
名

名
話
者

#
*
#

e54.24SAY'●○【
e56.0SAY''･…
e56.50SAY"･
RN=RNl1
SKIP
CLEAR
ENDDO
EJECT
???CHR(27)i"T"I"20●'
Yrap=.ド.
plength≡66
padvance-MFORNFEED''

丘ETDEVICETOSCREEN
SETTALKON
RETURN
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~日- 一一一一一~~一十

909.71オウサマハtlンサ'､イ

Te 54
2 王 さ まぽ ん ざ い

寺 村 輝 夫 著
和 歌 山 静 子 絵

065
54

9 3 .04 . 2 2

東 京 理 論 社
174P 23 cm

｢ぼ くは 王 さ ま｣全 集 2
ISBN : 4-652-00127-4
1 :オウサマハ小ンサtlイ

a1:テラムう テルオ

a2:フカヤマ シス小コ
○

(印刷 したカー ド 原寸大)

以上書名カー ドの表示 ･印刷について､プロ

グラム リストを紹介 してきたが､著者カー ド

の表示 ･印刷､基本カー ドの表示 ･印刷のプ

ログラム リス トについてはアルゴリズムは全

く同じであるので省略する｡

最後にラベルと図書台帳の印刷についてプ

≡ ≡ ≡

三 三 ≡

1992.ll
931 円

_ー｣

ログラム リス トを示す｡これで図書のデー タ

ベー ス図書台帳.DBFより､カー ドの表示か

ら図書台帳の印刷 まで可能になる｡

ラベ ルは横 7インチ×縦10インチのタック

フォーム紙 (横 6個 ×縦 2列計12個のシール)

に次のように印刷 される｡

≡ ≡ ≡

≡_≡

(印刷された分類ラベル 原寸大)
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*******************************

- - - - - ･川AJトノブ ト- - - - -

+*******H*CB6.PRG*****H H H

H ←- ■- ･- dBASE1 - - 日 - - ･

*******ByWataruYanagishi*****

- **相 川 /分 類 ラ ベ ル の 印 刷 *- ****

****相 磯7インチ×縦 10インチ用 *H H

***横6×縦 2タ ッ ク フ ォ ー ム 紙 **

■←- ●■- - ▲H5721-▲■= - - -
暮暮暮■暮▲▲暮▲暮▲■JL▲■++++++++暮■▲▲暮▲▲●

SETTALKOFF
CLEAR
wrap=.T.
rnargln-73
lllargin-O
ppitch-''PICA''
plength=10
padvance-"1inefeeds''

●

I //)類 ラ ベ ル の 印 刷
*
@2,4SAY''入ノ)はすべてん に詰 めて入))す る …
e4,4SAY''使 用す る database名 を A:El,B:XA12の よ うに人ノ)す る
DN-SPACE(12)
卓8,4SAY''巌初 の レ コ ー ド番 号 -

SN=SPACE(4)
e12.4SAYI-以 後 の レ コ ー ド番 i1--
EN-SPACE(4)
SETFf!PTYPETO1
㊥6,30GETDNPICTURE"XXXXXXXXXXXX''FUNCTION"Kl"
e8,30GETSNPICTURE''XXXX"FUNCTION''K5日
卓12,30GETENPICTURE'7XXXX"FUNCTION"X5"
READ
DNA二TRTN(DN)
SRN=TRIN(SN)
S良N-VAL(SRN)
ER～-TRIM(EN)
ERN=VAL(ERN)
SETFEPTYPETO0
USEDNAl".DIiF" && dBASEを使川
GOBOTTOM
RN=RECNO()6
GOTOP
SETPRINTERON
SETCONSOLEOFF
* 印 刷 開 始
GOTOS良N
RENO-RECNO()
DOYrHLE.NOT.EOF().AND.RENOく=RN.AND.RENOt=ERN

ワ

box=.T.

alignllent-"LEFT"
DEFINEBOXFRON4TO12HEIGHT7DOUBLE
DEFINEBOXFROM15TO23HEIGHT7t)OU8LE
DtlFtNEBOXFRON26TO34HEIGHT7DOUBLE
DEFINE80XPRON39TO47HEIGHT7DOUBLE
DEFINEBOXFRON50TO58HEIGHT7DOUBLE
DEF川EBOXFRON61TO69HEIGHT7DOU8LE
?LEFT(//)頼jJtILI.7)AT5
SKIP
??LEFT(/分取 k111.7)AT16
即日は
??LEFT(/Jl類より-,7)AT27
SuP
??LEFT(//)類 klしま,7)AT40
SKIP
77LEFT(//)免 i!'Fl.7)AT51
SKIP
77LEFT(//)類 klF･3-.7)AT62

(ィ,卜に 続 く)

SklP
? ‖
??''
??"
l.>?L'
77"
??''
? LEFT(潔
SKIP

6
7
0
1
2

)

1
2
4
5
6
7

TL
T
T
T
T
T
Iノ

T

▲
八

A

A

A

i

-
-

<

-J

Z
;
E
E
=
1.+IE名

?? LEFT(胡満 .iJtl(FJ,7)

SklP
6

5

T

E
I

･･

i

l<

?? LEFT(瀬石 ふlリ,7) AT2 7

Sk'lP
?? LE FT(R&.it!り.7) A T 40

SKIP
?? LEFT(瀬ii,iL!り,7) AT 51

SKIP
?? LEFT(AJ満.iJL!り.7) AT 62

SKIP 5

?" " AT 5

?? " ''AT 16
?? " ''AT 27
?? '' "AT 40
7? " ''AT 51
?? '' ''AT 62
7LE FT(巻次.7) AT5
SKIP

?? LEFT(巻次 ,7) AT 16

SKrTP

?? LEFT(巻 次 ,71 AT27

gは =唱

?? LEFT(巻次 ,7) AT40

ShlP

77 LEFT(巻 次 ,7) AT51

SKIP

?? LEFT(巻次 ,7) AT62
17
?

SKIP

RENO=RENO,6
EJECT

ENDDO

wrap二.ド.
rnargln=79
lmargin=O
ppltCh="PICA"

SETPRINTEROFF
SETCONSOLEON
SETTALKON
RETURN



[ズー吉日帳の印刷は横15インチ×縦11インチ

の連続紙に印刷するか､A4の単葉紙を横置

きにして一枚一枚印刷するかの 2通 りが可能
i,--=一一一DAITYOU,PRGH+**-+*■-+■● ■●+*桝 .lIfTk nHe11 ロ グ ラム *■
*+ ■■
*+ 151nCh 祉批 ktにr1日91す る H

i:E: CIE:
■■ H50610 日

になるように設計 しフし'ログラム した｡フ〉ロク

ラム リストと出力のサンプル (縮小率0.5)を

次に示す｡

■■
SETTALKOFF
CLEAR
yvrap T.
ploHsct=0
1爪arA川 二O
rnarALn:233
ppLtCh-"CONDENSED''
plenAth:77
padvance- 1lneIeeds''

kBOl=T.｢''REPいCATE(''-''･5).''T'●.REPLICATE(.I-''･5)I.'T ''REPLICATE(-'--●･9)
kBO2二.lT ●●REPLICATE("-■●.18)I'T ''･REPいCATE(●'-'◆,5)

KBO3=l'T'●REPいCATE(I.-I.･5).::T ''.REPLICATE(''-….5)
kBO41''T''･REPLICATE(''-".5)I,1

KBO二KBOIKBO2･KBO3･kBO4
KBII二"卜'REPLICATE(''-I-.5)･●'+…REPLICATE(''-'●.5).1'+●◆･REPいCATE(.I-.I.9)
KB12:"+'-REPLlCATE(I--".18).'.+"REPLTCATE(1'- -I.5)
KB13ニー●+'-REPLlCATE(-I-'1.5)..一十 '.･REPLICATE(T◆-''.5)
KB)4='●+-●REPLICATE(●●-.I.5)･●●｣●'
KBl=KBH KB12･KB1 3.1柑14
KS211'.ト'lREPLICATE(''-''.5)...+ ●一･REPLICATE('◆-''.5)ll-+I.REPLICATE(.I-I-,9)
KS22=.I+''LREPLICATE(◆'-'●.18l･●'+■'.REPLICATE(M-'',5)
KS23ニー●+川一REPLICATE(l'-".5)･…+I.･REPいCATE('●-''.5)
kS24ニー'+''･REPLICATE(''-●-.5)･●●1●'
kS2=KS21･KS22･KS23KS24
KB31-日L''.REPLICATE(-●-T'.5)41-⊥ ■'･REPLICATE(''--I.5)･''⊥ "･REPLICATE(T'-H.9)
KB32=●l⊥●'REPLICATE(''-''.18)Ll'⊥''･REPLICATE('1-''.5)
kB33-I-｣LllREPLICATE(●●-",5)ll●⊥ 'l･REPいCATE(●●-".5)
kB34='.⊥●●REPLTCATE('1- ".5)4'lJ ''
KB3=K831･kB32･KB33･KB34
卓2.4SAY'●人 ))はすべ て Jr三に.71.1.めて 入 力 す るし "
84.1SAYり仙 川す る database手(1を B I.閲 .粕fl帖 の よ うに人ノ)す るU ''

DN=SPACE(12)
卓10,4SAY"LJilJの レコー ド燕 号-
SN=SPACE(4)
早14.4SAY-●Li後の レコー ド芥'･壬="
EN=SPACE(1)
SETFEPTYPETO1
e6.306ETDNPICTURE''XXXXXXXXXXXr FUNCTIONr'Kl''
台lo.30GETSNPICTURE'-xXXr FUNCTION''K5"
e14.30GETENPICTURE●●XXXr FUNCTION'IK5"
READ
DNA=TRlN(DN)
SRN=TRTN(SN)
SRN=YAL(SRN)
ERN=TR川(EN)
ERN=YAL(ERN)
SETFEPTYPETO0
USEDNA･1..D8p-I
SETDATEJAPAN
GOBOTTOM
RN=RECNO()
GOTOP
SETDEVICETOPRINTER
SETCONSOLEOFF
++←&i ?77CMR(27)･巾C"･P'lr'
777CHR(27).･【T■'･"17●●
?77CHR(27)I">p
GOTOSRN
RENO=RECNO()
NO=l
t)0YttlLE.NOT,EOF().AND.RENO<=RN.AND.RENOく=ERN

TP HOD(NO.10)=1
CHR(27).-ld一･"1" && ト●叩 トカイシ'ヨ

ISAY''
15SAY1-.i以 女′7院知糊人乍 則 ,l事f;拡 (LF':成 5咋度 N o
CUR(27)･'ldM･'.1" &i ト ラフト カイシ ヨ̀
ISAYKBO

)"
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5
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1
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.I.5
8
8
9
9

6
6
6
6
6
6
6
6
6

1
一l_:_
l
l
l
l
l
e6.107SAY11.
16.109SAY" 受入先''
e6-Il°SAY''l
e6,121SAY'' £ ■Jil'
e6.131SAY"I
???ctlR(27)"d"I.1''●●●
17.ISAY-I
17.3SAY''illHj"
17.13SAY-1
17.15SAYl'席
17.25SAY"l
17.27SAY"

JjL]

17.45SAY"l-I
17.17SAY"
17.83SAY"r～
17,85SAYM 所【
17.95SIY"I"
17,97SAY{ 価 柿"
17.107SAY"l"
17,109SAY~
17.119SAY"I【
17.121SAY"
17.131SAY｢ ''
48.1SAYKDl

ENDIF

戟
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A
&& ト'ラフト21イシ̀ 3

&& トーラフトカイシ̀ 3
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＼
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I++
ROY=PROY()
???CHR(27)--d"･~lI
IROY･1,1SAY"l"
lROY･1,3SAYSPACE(6)
eROY･1,13SAY"I-
lROY･1.15SAYSPACE(6)
eROY･1,25SAY'■l"
lROY 1.27SIYLEFT(

&&上の段

61古JC
lROYll.45SAY1"
lROY･1,47SAYLRFT(指 名 .32)
lROY-1,83SAYMl"
IROl･l.85SAYLEFT(Eu板書,8)
lROY･1.95SAY"l"
IROY･1.97SAYSPACE(8)
lROY･1,107SAY"I"
IROY･1.109SATLEFT(受入先 .8)
JJOY･1.119SAY"I"
lROY･1.121SAYSFIACE(10)
lROY･1.131SAY~l-
???
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8
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3

3

3

3

3

3.1･lg SAY"l''

3,121 SAYSPACE(10)

&& トの段
&& トーラフト もイシ■ヨ

叩 LEPT(触 次 .6)

&& トの 段 終 わ り

･一･ 人 ノJ終 わ り

IF NOT)(NO.10 )=0 .OR. RENO=ERN.OR. RENO=RN

CtIR(27) ''d''･'.lM &&ト●叩 ト カイシ●ヨ

卓 RO Y-4.1SAY KB3
NO=N O･l

RENO=RENOl1

ROY=O

SH P

EJECT

ELSE
???CtIR(27)†'Td'1.''l"

eROY▲4.1SAYKS2
NO=NO･l
RENO=RENOlI
ROY=ROY→4
SKIP

ENt)tF
ENt)DO

1,17.14)USEyrrap:.F.

･8' こ;rtgcin:=一･門cA･･

S;U･B̂eT;ご 版者 ･9･8) ;号三悪 …=7,,,号eT-,.･20''
???CtIR(27 ),"d''･''1

RZGHT(受入先,6) SETPRINTEROFFSETDEVICETOSCREEN
SETTALKON
RETURN

&& ト●ラフト カイシ■3

&& ト̀ ラフト カイシ●3
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fI東女今暁たXq大字国書台♯ (平成5年正 No. 1/)

蔓月合 丑舟暮号 芋 者1 暮秋 . 版改名 発 行所 46%̂ 受入先 妃 暮

93/04′22 45409 Ji田 書一 事 可牡を哲字す る 萱代文B H二三 平安堂

93/04′22 45410 アメ子 .テヴネ暮 法政出版 1710 平安隻

93/04/22 45411 ロバー ト.F.マ-フィー 事 ポチJィ .サイレン ト 新宿書方 2490 平安生

93′04′22 45412 石田 一宏 事 女と家族と子どもの自立 井はえ吐 1174 平安萱

-

93′04′22 45JI13 tEE長 7 社会問JLの変容 定律文化 225l 子音士

93′04′22 45414 井田 走 書 地域絹祉の原h力 錆 が㌃ 1900 平安生

93/04/22 45415･154.16 菅原 兵ft子 羊 笥族の提訴1 ユージンtit(樵) 123511378 平安生93/04′22 伊jF稚fL. 暮 ?野地貰LFlbが.出た叫どうする ? 叩たU'由一出版(捕) 中安生

93/0一l′22 J15LH715418 rf1央法れJLl版(樵) lEXn t7主賓隻

(実物の1/2)

5.作業実施の反省

単調な入力だけとか､出力だけという仕事

のみでは職員のコンピュータ能力は向上 しな

いので､一連の仕事の切れ 目に窓をあけ､

dBASE上で作業をするように計画していた｡

このことはごく簡単なように思われるが､

これが出来るには職員の意欲は勿論だが､前

もってMS-DOSの知識をもっていなければ

不可能である｡

たとえば､図書台帳を出力したい場合登録

番号によりファイルをソー トしておかねばな

らない,そのとき､ファイルのレコー ド順が

物理的にかわるので安全のためバックアップ

をとって実施するとか､ファイル名をかえる

とか､登録番号に欠番があったらそれを埋め

る作業をしてお くとかいろいろ準備 しておか

ないと困る｡これだけでもMS-DOSの知識

とdBASEの基礎を知らないと出来ない｡

もし職員が不明のことがおきた場合パワー

ユーザーがお り､す ぐ解決 して くれることが

できなければ仕事がはかどらない｡

窓を開けコンピュータ能力を高めるように

することは一朝一夕には実現 しない｡時間と

研修が必要である｡幸い職員が意欲的で基礎

知識を前もってもっていたのである成果が挙

げることが出来た｡

6.むすび

ワープロとコピー機以外は何 もないOA環

境から､システムとしては誠に貧弱であるが､

コンピュータ一台とプ リンター一台で何 とか

OA化をし､新 しい購入図書だけでも､デー

タベースとして保有しようと試みた｡現在は

解決の糸口を探 し当てた程度の小さい成果し

か挙げることができなかった｡ しかしカー ド

･図書台帳には手書きの文字は無 くなりすべ

て奇策を印刷文字に変えることが出来た｡
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図書館のOA化は投資客員に見合う成果は期

待出来ない傾向にあるが､経済効率の面から

も効果があったとみている0

本学図書館はキリスト教関係の蔵書が 多い

ので､早 くデータベース化し外部からも検索

できる環境にしたい｡

ユーティリティ-の作成をはじめ もっと進

んだOA化にこれからも努力する｡

最後にご協力いただいた職員の甘利麗子さ

ん､滝内理恵さんに感謝申しあげます｡
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